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 2022年度一般入試 Ａ日程

―  傾向と対策  ―

国語総合

 文化学園大学

出題のねらい

　大学生として必要な読解力と文章力、すなわち、論理的文章を読んで内容や論の組み立てを理解できるか、
また、それについての自分の考えを表現する力があるかを問うことを目的として出題しています。ある程度
の長さの文章を読んで、文章全体の構成や主旨を正しく理解し、設定された問題に応じて自分の意見をまと
めることを要求します。年度によって文学史や文法の知識に関して出題することもあります。

採点後の感想・効果的な学習方法

　「出題のねらい」にも記載したとおり、大学生として要求される基本的な読解と表現の力を問う出題です
ので、普段からいろいろな文章を読み、考え、書く習慣をつけておくことが大切です。同時に設問の要求す
ることを正確に読みとり、それに応えていくことも必要です。例えば「抜き出し」なのか、自分の言葉で「ま
とめ」るのか、何字で書くことを要求されているのか、といった「きかれたことにきちんと答える」という
姿勢がもっとも大切です。問 4では「二十五字以内でまとめ」ることを、問 6では「三十字以内で抜き出」
すことを求めています。そういう要求にきちんと答えてください。そして繰り返し出てくる表現はキーワー
ドとしてしっかり押さえましょう。また、キーワードや字数の指定は「抜き出し」たり「まとめ」たりする
ための大きなヒントになります。

出題形式・内容（分野）について

　形式はこの数年変わっておらず、3000 ～ 3500 字程度の文章とそれについての 10前後の小設問で構成
された大設問が 1題というかたちで出題しています。出題範囲は現代文のみで論説文が多く、とくに文化論
や社会学・心理学に関連した文章を多く取り上げています。2022 年度のＡ日程では菊地大樹氏の『日本人
と山の宗教』から出題しました。著者は中世史をとくに宗教という視点から研究しています。本書は書名か
らも明らかなように、「山の宗教」をテーマとしています。近世の宗教的な意味を持たせた登山と、西欧近
代的な登山との対比を述べている部分で問題を作成しました。基本的な漢字の読み、書き、語の補填の問題
から内容を問う問題まで、12問を設定しました。まずは正確に文章を読みとっているかを把握することを
ねらいとしています。漢字に関しては大学生として様々な文献を読みこなしていかなければならないと考え、
高校までの学習範囲に限らず、一般的なものをも含めて出題しています。また、論理の展開を踏まえてきち
んと内容を押さえていることを確認するための設問を多くしてあります。問 12はこの文章のテーマでもあ
る「前近代の登山と近代登山との大きな断絶」について 150 字以上 200 字以内でまとめるという問題です。
200 字でまとめることは試験時間の中では難しいと感じられるかもしれませんが、最初に問題に目を通した
うえでポイントを拾っておき、解答に取りかかれば無理ではないはずです。採点はすべて手作業で行ってい
ます。


	再_2022A_国語_模範解答
	2022A_国語_傾向と対策

